




A.研究の意義

「小児の健康と養育条件に関する」本研究は,国立公衆衛生院,高野陽部長を班長とする「地

域・家庭環境の小児に対する影響に関する研究」の分担研究として,企画され,研究者の構

成が行われ,研究に着手した。

地域や家庭環境が小児に及ぼす影響という非常に広汎且つ多角的な問題のなかでも,その

養育条件と小児の心身の健康な発育との関連を明確に把握することは,その中核をなすと

もいうべき重要,且つ基本的な問題であろう。特に,現代の社会にあって,小児の生育する

環境条件の急速な変化のなかで,その直接の養育条件もまた種々の変容を蒙り,それが,小

児の心身の健康を阻み,歪みをもたらしていると思われること,それが,幾多の子どもたち

の,反社会的または非社会的行動をうみ出していると思われること,等を考える時,これら

養育条件と小児の心身の健康との関係の分析は,不可欠の重要性をもつものであると思わ

れる。

ところで,この養育条件の何をとりあげて問題の中心におくか,ということを決めるには,

ある種の困難が伴う。ということは,現代社会における小児の生育環境のなかで,その健康

とかかわりを持つと思われる養育条件は,かなり多種多岐にわたって数多く存在するから,

その何を分析の対象とすべきかの決定がむつかしいからである。

今回の本研究を構成するに当って,班員の各専門領域に拡がりがあり,一見,夫々のテーマ

の間に,脈絡を欠くかの如く感じられる向きもあるかも知れないのは,この多領域にわたる

小児の健康との関連分析を必要とする養育条件から,次のような視点からえらび出された

ものによって再構成されたことによるからである。

即ち,1.まづ,現代の子どもたちの生態のなかで,特にその心身の健康の歪み,病態につなが

りがあると思われ,その関連の分析がいそがれるもの,2.現代社会のなかで,その養育作用

に大きな変化がおこっていることから,関連の分析が求められるもの,3.その関連の分析が,

小児の発達の歪み,病態に対する対策,すなわち,その早期発見と治療又は再教育の方策を

見出すことにつながり,現代の小児の発達の問題への対策に結びつくことが期待されるも

の,の三点がそれであり,この線にそってえらび出された以下にある養育条件の分析は,そ

の成果がまたれる大きな意義を有するものといえよう。


